


















10．ワークショップ結果（グループE）
■メンバー （順不同）

■発表に対する講評

■発表内容
地元佐久間の土木業後継者“ゆづきくん”が、現

在は浜松市内で修行中である。彼をキーパーソン
とする提案をした。
土木業は中山間地域で欠かせない基盤産業であ

りながら、災害が増える時代においても若者が減
少している現状にある。地元に戻り、土木、ポー
ト整備、人材育成といった分野で多面的に貢献す
ることで、地域を支える大きなリソースとなる可
能性がある。
そんな“ゆづきくん”を応援する提案となった。

過疎地で豊かに稼ぐ可能性を示すデータとして、
北海道では過疎化が進むと平均年収が上がるとい
う事例がある。これは、限られた人材が多面的な
役割を担い、「すべてをやる」ことで価値を創出
しており、若いエネルギーを持つ人々が中山間地
域に入り、過疎地での新しい働き方と可能性を示
すことによって、豊かに稼ぎながら地域を活性化
させる未来が描ける。

■議論の主な内容
魅力的な天竜区でドローンを活用したアイデア

を実現するには、土木インフラが重要でありその、
キーパーソンがいることについて議論が行われた。
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